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１．はじめに 
地すべり地形や渓流が認められない 30度未満の緩傾

斜面において、豪雨や地震の際、土塊が高速かつ長距離

移動する土砂移動現象が発生することがある。国土交

通省の「気候変動を踏まえた砂防技術検討会」では、検

討項目の一つとして、このような土砂移動現象を暫定

的に「崩壊性地すべり」と呼び、その実態や発生箇所の

特徴について検討してきた 1, 2)。一般に、危険箇所の特

定や警戒避難体制等の防災対策を検討する場合には、

土砂災害の種類ごとに発生要因や発生プロセス等の違

いを考慮して効果的な対策となるようにする必要があ

る。そのため、崩壊性地すべりについても、同質な単一

現象とみなせるのか、複数の類型が認められるかを検

討することは重要である。本発表では、崩壊性地すべり

に対する警戒避難等の防災対策を検討するための第一

段階として、地形・地質等の特徴に基づく類型化及び発

生プロセスについて検討した結果を報告する。 
２．調査方法 

本調査では、概ね 30 度未満の緩斜面で、降雨または

地震によって突発的に発生し、土塊の大半が地すべり

地から抜け出したものを「崩壊性地すべり」として、以

下の流れで文献収集及び類型化の検討を行った。 
① 文献調査に基づく崩壊性地すべりの抽出 

降雨災害は過去 50 年、地震災害は過去 100 年を対

象とし、学術雑誌や研究機関の報告書、官公庁の災

害対応記録等の文献を収集し、崩壊性地すべりが

確認された災害一覧表として表１の通り整理した。 
② 崩壊性地すべりカルテの作成 

収集文献を基に崩壊性地すべりの各事例について

のカルテを作成し、災害に関する基本情報（発生年

月日、都道府県名、土砂災害発生地域名、発生地域

の地質、災害原因、被害状況）、特徴に関するキー

ワード（地質、地質構造、地形、すべり面、地下水・

水理地質、土塊運動）や文献に関する項目（著者、

公表年、題名、雑誌名、巻号、頁、崩壊性地すべり

に関する諸元の有無、分布図の有無）を整理した。 
③ 崩壊性地すべりの特徴抽出・類型化 

カルテを基に特徴キーワード（地質、地質構造、地

形、すべり面、地下水・水理地質、土塊運動）の出

現状況を災害毎に集約して表に整理した。１つの

災害で複数の崩壊性地すべりが発生している場合

は、地質毎に分けて整理した。災害毎の特徴キーワ

ードの出現状況を更に地質ごとに集約し、地質毎

の特徴キーワードの出現状況を表 2 のように作成

した。地質区分は、シームレス地質図を参考にした。 
３．調査結果 

３．１．収集事例 

表 1 に示す降雨 20 災害から 59 事例、地震 16 災害

から 126 事例を収集し、事例集・カルテを作成した。 
表 1 崩壊性地すべり事例の災害一覧表 

 
３．２．発生状況 

過去 50 年（1970-2019 年）の崩壊性地すべりが発生

した豪雨災害の件数は図 1 に示す通り、前半 25 年間

（1970-1994 年）は約 4 年に 1 災害であったのが、後

半 25 年間（1995-2019 年）は約 2 年に 1 災害と頻度が

高くなっている。また、1995 年以降は関東以北におい

ても発生事例が見られる。 

 
図 1 崩壊性地すべりが発生した豪雨災害の頻度 
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３．３．特徴の整理と類型化 

まず、地質毎の特徴キーワードの出現状況をまとめ

た表を作成した（表 2 にその一部を示す）。表 2 では、

地質・誘因・災害毎に特徴キーワードの出現頻度をまと

め、共通した特徴を抽出するために出現頻度が 50%を

超えたセルを着色している。 
表 2 崩壊性地すべり事例の特徴（地質構造・地形） 

  

危険箇所の調査の際に考慮しやすい外形的要素とし

て地質構造や地形に着目すると、地質や誘因にかかわ

らず｢流れ盤｣が共通する特徴となっていた。そのため、

地質と地質構造に着目し、崩壊性地すべりの類型とし

て、降下火砕堆積物／流れ盤、溶岩・火砕岩、大規模火

砕流／流れ盤、海成堆積岩／流れ盤の 3 類型にまとめ

られると考えた。これらの類型毎に表 2 の地質構造、

地形、すべり面、地下水・水理地質、土塊運動の共通特

徴（着色セル）を整理すると表 3 となり、これらが各類

型の平均的な特徴を表していると考えられる。 
表 3 崩壊性地すべりの特徴に基づく類型化 

 

 

図 2 推定される発生プロセス（降下火砕堆積物／流れ盤） 

 これらの特徴をもとに発生プロセスを考察すると、

例えば降下火砕堆積物／流れ盤タイプで誘因が降雨の

場合（図 2）、マントルベディングした軽石等の弱層の

存在や凹型斜面や透水性境界による間隙水圧の上昇が

すべり面の形成とすべりの発生の要因となり、軽石等

の破壊による強度低下や凹型斜面による地下水供給

（パイピング、湧水等）が土塊の流動化、長距離移動に

関係していると考えられる。類型ごとに発生プロセス

が推定できるが、3 類型に共通するのは、流れ盤状の弱

層や風化物等の境界層の存在がすべりを発生させ、降

雨の場合は透水性境界における地下水・間隙水圧が誘

因となり、土塊が流動化、崩壊状となることである。 
４．崩壊性地すべりの実態と発生条件 

「崩壊性地すべり」について文献を収集し、発生箇所

の特徴に基づく類型化を検討した結果は以下の通り。 
① 過去 50 年の降雨災害、過去 100 年の地震災害を対

象として崩壊性地すべりの文献調査を行った結果、

降雨 20 災害で 59 事例、地震 16 災害で 126 事例が

確認できた。 
② 崩壊性地すべりが発生した豪雨災害の件数は近年

増加傾向にあり、1995 年以降は、関東以北におい

ても発生事例が見られる。 
③ 地質・地質構造の組み合わせから、降下火砕堆積物

／流れ盤タイプ、溶岩・火砕岩、大規模火砕流／流

れ盤タイプ、海成堆積岩／流れ盤タイプの 3 類型が

整理できた。 
④ 流れ盤状の弱層や風化物等の境界層の存在がすべ

りを発生させ、降雨の場合は透水性境界における地

下水・間隙水圧が誘因となり、土塊の運動は流動化、

崩壊状となることが 3 類型に共通する。 
上記類型以外の地質・地質構造の箇所においても発生

事例はあるが、収集できた事例が少ないことから特徴

の整理は困難であった。引き続き、崩壊性地すべりが発

生する可能性のある地域や箇所に関する検討を行う。 
末筆ながら、検討にあたり御指導を頂いた「気候変動

を踏まえた砂防技術検討会」の先生方、また崩壊性地す

べりに関する意見聴取にご協力頂いた有識者の方々に

感謝申し上げる。 
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降雨 地震 降雨 地震 降雨 地震
6災害 6災害 6災害 9災害 10災害 5災害

流れ盤 5/6災害(83%) 5/6災害(83%) 0/6災害(0%) 0/9災害(0%) 3/10災害(30%) 3/5災害(60%)

マントルベディング 0/6災害(0%) 0/6災害(0%) 6/6災害(100%) 9/9災害(100%) 2/10災害(20%) 1/5災害(20%)

風化物や二次移動
堆積物の流れ盤状

6/6災害(100%) 1/6災害(17%) 2/6災害(33%) 3/9災害(33%) 9/10災害(90%) 3/5災害(60%)

1/6災害(17%) 0/6災害(0%) 0/6災害(0%) 0/9災害(0%) 1/10災害(10%) 0/5災害(0%)

0/6災害(0%) 1/6災害(17%) 0/6災害(0%) 0/9災害(0%) 0/10災害(0%) 1/5災害(20%)

1/6災害(17%) 1/6災害(17%) 0/6災害(0%) 2/9災害(22%) 2/10災害(20%) 2/5災害(40%)

0/6災害(0%) 3/6災害(50%) 0/6災害(0%) 0/9災害(0%) 1/10災害(10%) 2/5災害(40%)

0/6災害(0%) 1/6災害(17%) 0/6災害(0%) 0/9災害(0%) 1/10災害(10%) 1/5災害(20%)

3/6災害(50%) 2/6災害(33%) 1/6災害(17%) 8/9災害(89%) 2/10災害(20%) 2/5災害(40%)

3/6災害(50%) 2/6災害(33%) 3/6災害(50%) 3/9災害(33%) 4/10災害(40%) 2/5災害(40%)

2/6災害(33%) 1/6災害(17%) 5/6災害(83%) 5/9災害(56%) 5/10災害(50%) 2/5災害(40%)

0/6災害(0%) 0/6災害(0%) 0/6災害(0%) 6/9災害(67%) 1/10災害(10%) 2/5災害(40%)

2/6災害(33%) 1/6災害(17%) 1/6災害(17%) 2/9災害(22%) 0/10災害(0%) 1/5災害(20%)

1/6災害(17%) 3/6災害(50%) 0/6災害(0%) 0/9災害(0%) 0/10災害(0%) 0/5災害(0%)
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